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タフガード Q-R 工法の亜硝酸リチウム適用について 

 

 

  ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

首題の件、下記の通りご報告申し上げます。 

 

亜硝酸リチウムをコンクリート表面に含浸することで、コンクリート内部に亜硝酸リチウムが浸透し鉄筋、 

ASR 抑制効果の高い材料です。 

また、タフガード Q-R 工法は、塩分や二酸化炭素などのコンクリート劣化因子の侵入を 

防止とともにコンクリート片の落下を防止する工法です。 

亜硝酸リチウムの抑制効果とタフガード Q-R 工法の劣化因子遮断効果等を組み合わせることが、 

コンクリート構造物の長寿命化に有効である判断し、亜硝酸リチウムを塗布後に、タフガード Q-R 工法を 

塗り重ねた時性能確認を行った。 

 

１． 含水率測定 

コンクリート表面に水分が残存していると付着力が低下するため、亜硝酸リチウム塗布後の含水率測定を行

った。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                図１．亜硝酸リチウム塗装後の経過時間と含水率の測定結果 
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２． 付着力確認 

 亜硝酸リチウムを塗装した後にタフガード Q-R 工法を塗装し、付着確認を実施した。 

 

               表１．亜硝酸リチウム＋タフガード Q-R 工法の付着力の測定結果 

  

                

 

 

 

 

 

 

 

３． まとめ 

 タフガード Q-R 工法を施工が可能であるコンクリート含水率は８％以下である。含水率測定結果によると 

亜硝酸リチウムの塗布後、塗布量 200g/m ㎡で 48 時間後 400g/m ㎡ 70.5 時間後に８％以下になることを確認した。 

 タフガード Q-R 工法の付着力試験規格値は、1.5N/ｍ㎡である。亜硝酸リチウム塗布をした試験体は、1.5N/m ㎡

以上を確認していること、亜硝酸リチウムを塗装していない試験体と性能差がないため、亜硝酸リチウムを塗装した

上にタフガード Q-R 工法を塗装することは、性能上問題ないと判断します。 

 膨れ、付着不良等の塗膜異常を生じさせないためには、亜硝酸リチウム塗布後は含水率８％以下を確認し、タフガ

ード Q-R 工法を行ってください。 


